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安心ネットづくり促進協議会の取組み
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 安心協は普及啓発活動等に関する委員会・作業部会を設けて各課題の検討および啓
発等を実施しているが、第三者の立場から議論を行っていただくインターネット環境整備
に係る検討会（以下「安心協検討会」）も設けて保護者や青少年の利用者視点で課
題の分析および評価を実施

 本日は、下記の「青少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策」について、
委員会・作業部会および安心協検討会の意見を踏まえた取り組み状況を報告する

項 目 内 容 安心協の取組み

２．フィルタリングを
始めとするペアレンタ
ルコントロールの必
要性に係る認識の
醸成

③ ペアレンタルコントロールに係るサービス等の周知強化

ペアレンタルコントロールに係るサービスについて、低年齢層
の保護者向けなども含め、広く周知を行うことが重要。

ペアレンタルコントロール
に関する調査

（啓発のための基礎的な調査）

３．フィルタリング
サービスの使いやす
さの向上

② フィルタリングのカスタマイズに関して保護者の判断に
役立つ情報の発信体制の構築

カスタマイズ機能により青少年に特定のSNSを利用させるこ
とについて、保護者の判断に資するSNSサイト・アプリの情
報（保護対策、トラブル事例等を含む）の発信体制の
構築

保護者向け情報提供の強化

（新たなホームページ作成）

「項目」および「内容」は総務省の取りまとめ資料（2019年8月）から抜粋
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（参考）安心協体制図および安心協検討会構成員 ※敬称略

安心協検討会 委員名 所 属
（共同座長）宍 戸 常 寿 東京大学大学院教授（法学／憲法・情報法）
（共同座長） 曽我部 真 裕 京都大学大学院教授（法学／憲法・情報法）
（副座長） 川 島 芳 昭 宇都宮大学准教授（学校教育学・教育工学）

石 戸 奈々子 慶應義塾大大学院教授（メディアデザイン研究科）
柘 植 寛 弁護士
柿 沼 由 佳 全国消費生活相談員協会 IT研究会
金 田 淳 （一社）全国高等学校PTA連合会専務理事

安心ネットづくり促進協議会

普 及 啓 発 広 報 委 員 会

会長：新美 育文（ 明治大学名誉教授 ）

委員長：中村 伊知哉
（iU（情報経営イノベーション専門職大学）学長））
副委員長：尾花 紀子
（ネット教育アナリスト）

曽我部 真裕（ 京都大学大学院教授 ）
インターネット環境整備に係る検討会 座長：宍戸 常寿（ 東京大学大学院教授 ）

調 査 研 究 委 員 会 委員長：森 亮二（ 弁護士 ）

※各作業部会、WG等の表示は省略



１．ペアレンタルコントロールに関する調査

２．保護者向け情報提供の強化（新たなホームページ作成）

３．その他
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調査の目的と調査方針

 ペアレンタルコントロールの実態等を把握することで普及啓発活動の基礎知識を得るこ
とを目的とした保護者意識調査を安心協検討会の意見を踏まえて実施

 調査は保護者がネット利用に関する課題等を「どのように認識」し、「どのように対処すべき
と考えているのか」といった点を中心に行った

 現在、調査結果の分析等を実施中だが、まとまり次第公表する予定

小学校
低学年

ツール類の
利用状況

小学校
高学年 中学生 高校生

【調査イメージ】

インターネットの
利用状況

ネット利用における
課題の認識状況

ペアレンタルコントロールの実態
子どもの学齢ごとに分類
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各サービスの利用状況、課題認識の実態、トラブル防止対策の有無などを調査



調査結果の分析と今後の啓発
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 調査結果は分析途中ではあるが、各家庭の状況（子どもの学齢等に応じた保護者の
考え方など）からペアレンタルコントロールの特色がまとめられるものと想定

 ペアレンタルコントロールの特色が明確であったときは、特に重要な時期や状況に保護者啓
発を重点的取り組むことも考えられるため、こういった点も踏まえて分析を進めることとしたい

 分析結果がまとまりしだい公表する共に、保護者向けホームページなどにおける啓発資料
などへの反映を検討したい

1. 子ども専用の機器を持つ前の段階では、保護者や家族共用の機器を利用している場合であっても
、子どものネット利用に関する心配度合いが比較的低い

2. 子ども専用機器を持った後の初期の段階は、子どもの機器の利用状況やペアレンタルコントロールに
関心が高い

3. 子ども専用機器を持ってある程度の期間が経った段階、または高校生になった段階では、子どもの
自主性に委ねる保護者が増える

【ペアレンタルコントロールに関する保護者意識 ※現時点の想定】



（参考）調査の進め方
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Step1 定性調査（グループインタビュー）

スマホ・タブレットを持つ子どもに対する
具体的な不安要素ときっかけ、
家庭内での対策などをヒアリングすることで、
実態を把握。

ペアレンタルコントロール
実態把握

Step2 定量調査（WEB）

STEP2では、STEP1で洗い出しした仮説をもとに
家庭内で行っている対策と効果を定量的に検証。
ペアレンタルコントロールの役割変化を確認し、
最も有効な時期を考察。

不安要素と対策・
ペアレンタルコントロールの

役割理解

 保護者調査はインタビューを実施して調査項目の洗い出しを行い、その後にアンケート
（WEB）による方法を用いて定量的な把握を行った



（参考）主な調査項目
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■子供のスマホ・タブレット利用実態
・購入きっかけ
・利用開始時期
・利用内容

■ペアレンタルコントロールの実態と親の意識
・気になる不安要素
・フィルタリング利用状況
・ペアレンタルコントロールの有無
・具体的な対策方法
・SNSに対する意識

 主な調査内容は以下のとおり



１．ペアレンタルコントロールに関する調査

２．保護者向け情報提供の強化（新たなホームページ作成）

３．その他
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保護者向け情報提供の強化（新規ホームページ開設）

【関係図】
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1. 保護者の悩み（お悩み1～６）
2. 解決策の説明
3. 大切なことは（ペアレンタルコントロール）
4. 具体的な方法

コンテンツに関する情報

例：あんしんフィルター
for au

 保護者がペアレンタルコントロールを意識し、各家庭の実態に即したルール作りやフィルタリ
ング・ツール類を活用すること（カスタマイズすること）を目的とした保護者向けホームペー
ジを2019年末に開設

 ホームページは保護者の悩みについて解決案を示す過程で、ペアレンタルコントロールの
重要性、SNSに関する知識習得とツール類の利用を働きかけるている

ソーシャルメディア利用環境整備機構

ツールに関する情報



ホームページ開設における検討及び今後の進め方について
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 ホームページの作成にあたっては、普及啓発作業部会及びWGを開催し、関係者の意
見を反映すると共に、第三者委員で構成される安心協検討会の意見も踏まえて作成

 SNSに関する情報は、ソーシャルメディア利用環境整備機構（以下「SMAJ」）が作
成する情報を参考にするよう促すこととした。なお、安心協検討会においてはSMAJが作
成された情報がより良いものとなるような意見を取りまとめた

 フィルタリングなどのツールに関する情報は、携帯電話各社、OS会社などが提供するサー
ビス説明のページにリンクを行うことで、利用機器やキャリアごとに参照できるものとした

 今後は、ペアレンタルコントロールの調査分析結果に基づいて、より保護者が必要としてい
る情報を掲載できるよう検討を継続したい



保護者の
悩み事 解決策の説明 大切なことは 具体的方法 参考情報

※外部サイト

保護者に関心の
高い6つの課題

課題の確認
解決策の説明

ペアレンタル
コントロール

利用できる
ツールの概要

【画面イメージ】

フィルタリング等
のサイト

必要な知識
（SNS)の概要

知識習得ができる
サイト
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 サイトトップで「保護者に関心の高い課題（悩み）」を提示することで内容の関心を高める構成
 フィルタリングサービス、SNSなどの詳細については各サービスサイトを参照するよう誘導

お悩み１．いつもスマホをいじっている

お悩み２．課金ゲームの請求が怖い

お悩み３．有害情報を見ていないか不安

お悩み４．体に悪い影響がでそう

お悩み５．知らない人があなたの子どもを知っている

お悩み６．ネット犯罪にあわないか心配

（参考）ホームページの構成



（参考）作成サイト例（1/2）
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https://www.kodomo-safety.org/

https://www.kodomo-safety.org/


（参考）作成サイト例（2/2）
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リンク



（参考）HPのアクセス向上に向けて
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安心協ニュースを利用してホームペ
ージの利用促進を行った事例



１．ペアレンタルコントロールに関する調査

２．保護者向け情報提供の強化（新たなホームページ作成）

３．その他
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今後の予定

2019年度 2020年度

～3月 4月～6月 7月～9月 10月～

▲総務省青少年タスクフォース（本日）

▲第６回安心協検討会
（保護者意識調査結果報告）
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▲意識調査実施

▲新たなHP開設

（分析）

▲公表 啓発資料等への反映

継続課題の検討
※ツール類に関する調査
検討等を想定

 分析が完了した段階で安心協検討会を実施し啓発資料等への反映を行う
 継続課題等が生じたときは、今後の進め方を安心協検討会等で議論する予定
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